
柿原一貴・則元志郎･仁
木義邦

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

地域スポーツクラブの発
展過程　－その２－
因子の再検討

共著 平成9年1月
熊本大学教養部紀要
自然科学偏　第32号

柿原一貴・則元志郎･仁
木義邦

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

地域スポーツクラブにお
ける現状と課題  －熊本
県バスケットボール・リー
グ連盟参加チームの事
例研究－

単著 平成5年3月
尚絅短期大学研究紀要
第2５輯

地域スポーツクラブの発
展過程

共著 平成8年1月
熊本大学教養部紀要
自然科学偏　第31号

Ⅱ　研究活動

准教授

氏名

柿原一貴

Ⅰ　教育活動

主体的に取り組む大学
体育の試み」－スポーツ
の主人公を目指して－

単著 平成10年3月
尚絅短期大学研究紀要
第2５輯

該当頁数
発行所、発表雑誌

（及び巻、号数）等の名称
著書・論文等の名称

単著・共著
の別

（著書）

発行または発表の
年月

則元志郎・西田明史・水
月晃・柿原一貴・笠井妙
美・田中靖久

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

教育研究業績書

（論文）

共著 平成21年12月4日
熊本大学教育学部紀要
（人文科学編）、第58号

無し

編者・著者名
（共著の場合のみ記入）

大学体育における知識・
能力の形成(1)―大学入
学時における保健体育
教科の知識・実践力と大
学体育の課題―

平泳ぎのプルとキックのタイミングやプルとキックの
方法を体育館にてプロジェクターに映像を投影し説
明。

九州体育・スポーツ学会第5８回大会口頭発表
　柿原一貴（共同研究　則元志郎他）

平成2１年9月５日 「理論と実践」を一体化した体育授業を行った場
合、「技術」「理論」の理解度に効果があり、又、高
校までに学習している「体育理論」「保健」の理解度
にも効果があった。

（3）教育方法・教育実践に関する発表、講演等

（2）作成した教科書・教材・参考書

教育実践上の主な業績 年 月 日 概　　　　　　要

（1）教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

幼児教育学科

所属

免許更新講習 平成29年8月23日

体育実技（水泳・平泳ぎ）
平成29年7月10日・12
日・13日・14日

職名

（4）その他教育活動上特記すべき事項

保育実践講座ⅢＢとして幼児期の身体運動等につ
いて講義。



熊本大学教育学部紀要
（人文科学編）、第58号

大学体育における知識・
能力の形成(6)―体育実
践の事前・事後比較―

１．大学体育における知
識・能力の形成(8)―大
学体育における知識・能
力の形成－フットボール
の文化論－

大学体育における知識・
能力の形成(2)一般的な
体育実践の実態と課題

大学体育における知識・
能力の形成(3)―生涯ス
ポーツ実践に向けた実
験的授業―

共著

則元志郎・中熊芳子・西
田明史・村上英明・柿原
一貴・唐杉敬

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

笠井妙美・西田明史・水
月晃・柿原一貴・則元志
郎

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

共著 平成22年3月
尚絅学園研究紀要A．人
文・社会科学編、第4号

柿原一貴・笠井妙美・西
田明史・水月晃・則元志
郎

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

東海大学紀要　農学部、
第29巻

平成22年3月31日

平成21年12月４日

大学体育における知識・
能力の形成(5)―基礎的
な戦術を内容として実験
授業―

共著

平成24年3月
中九州短期大学論叢　第
34巻

Ⅲ　学会等及び社会における主な活動

大学体育における知識・
能力の形成(9)ー卓球の
生理学―

共著

大学体育における知識・
能力の形成(7)―フィット
ネスを取り扱った授業で
の体力変化 ―

共著 平成25年3月
東海大学紀要　農学部、
第32巻

平成23年3月
永原学園西九州大学短期
大学部紀要 第41巻

共著

水月晃・笠井妙美・西田
明史・柿原一貴・則元志
郎

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

西田明史・笠井妙美・水
月晃・柿原一貴・則元志
郎

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

笠井妙美・西田明史・柿
原一貴・則元志郎・中熊
芳子

共同研究につ
き本人担当部
分の抽出不可
能

（その他）

平成23年12月12日

村上英明･西田明史・柿
原一貴・則元志郎・中熊
芳子

共著

熊本大学教育学部紀要
（人文科学編）、第60号、6
名

平成12年4月～平成14年3月 九州地区体育連合理事（編集）


